
大

陸
（
満

州
）
　 

戦
歴
な
き
軍
隊
は

運
隊
で
あ
っ
た
　 愛

知
県
　
日
比
三
千
雄
　 

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
徴
集
の
現
役
戦
車
兵
と
し
て
、

昭
和
十
七
年
一
月
十
日
入
営
の
た
め
、
一
月
八
日
、
■
江
の
歩

兵
部
隊
入
隊
の
今
泉
惣
次
郎
君
、
中
野
大
八
君
（
両
名
と
も
戦

死
）
と
三
人
、
東
上
駅
よ
り
盛
大
な
る
見
送
り
を
受
け
て
出
発

し
た
。

豊
橋
駅
で
両
君
と
別
れ
、
篠
田
の
大
塚
賢
一
君
及
び
小
坂
井

町
三
人
、
蒲
郡
町
二
人
と
一
緒
に
な
り
、
名
古
屋
駅
に
て
県
出

身
者
全
員
集
合
し
て
出
発
。
加
古
川
駅
に
て
乗
り
換
え
て
部
隊

近
く
の
民
家
に
一
泊
し
、
十
日
に
中
部
第
四
十
九
部
隊
（
戦
車

第
六
連
隊
教
育
隊
）
に
入
隊
し
た
。
大
塚
君
は
即
日
帰
郷
と
の

こ
と
。

翌
日
か
ら
初
年
兵
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
た
。
歩
兵
銃
の
実

弾
射
撃
に
て
そ
の
初
年
兵
教
育
は
終
わ
り
、
次
い
で
戦
車
教
育

に
移
る
。
他
の
者
が
戦
車
操
縦
訓
練
中
、
青
野
ヶ
原
の
松
一
本

を
倒
し
た
の
で
、
晩
に
教
育
上
等
兵
よ
り
陸
軍
地
図
に
記
入
し

て
あ
る
松
だ
か
ら
注
意
せ
よ
と
叱
ら
れ
た
。
ま
た
、
朝
点
呼
の

集
合
が
遅
い
と
総
ビ
ン
タ
を
受
け
た
時
も
あ
る
が
、
教
育
隊
な

る
が
故
に
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

約
三
ヵ
月
の
教
育
を
受
け
、
春
ら
し
く
暖
か
く
な
っ
た
三
月

下
旬
に
面
会
を
許
さ
れ
、
各
中
隊
編
成
を
終
わ
り
、
満
州
第
二

九
八
部
隊
よ
り
初
年
兵
受
領
に
き
た
輸
送
指
揮
官
に
引
率
さ

れ
、
満
州
東
安
へ
出
発
し
た
。



広
島
宇
品
よ
り
「
南
京
丸
」
に
乗
船
、
下
関
に
一
泊
し
釜
山

に
上
陸
、
朝
鮮
経
由
の
鉄
道
に
乗
っ
た
。
我
々
は
客
車
に
て
西

東
安
の
野
砲
隊
の
初
年
兵
と
同
乗
し
東
安
へ
と
出
発
し
、
龍

山
、
元
山
と
国
境
の
図
們
を
通
過
し
、
三
日
目
の
夕
刻
や
っ
と

東
安
駅
に
到
着
、
各
中
隊
よ
り
迎
え
の
自
動
車
に
て
部
隊
に
向

か
っ
た
。

満
州
は
ま
だ
厳
寒
の
冬
で
、
道
路
は
凍
結
し
て
い
た
。
ま
ば

た
き
す
る
と
ま
つ
げ
が
凍
り
つ
く
感
じ
と
、
寒
い
の
で
は
な
く

痛
い
感
じ
が
し
た
。
我
々
初
年
兵
四
百
人
以
上
は
、
満
州
第
二

九
八
部
隊
（
戦
車
第
十
連
隊
）
の
営
門
を
通
過
し
、
各
中
隊
へ

配
属
と
な
る
。
私
は
第
二
中
隊
第
三
班
に
編
入
と
な
っ
た
。
翌

日
は
お
客
様
扱
い
で
中
隊
内
の
説
明
に
て
終
わ
る
。
次
の
日
か

ら
初
年
兵
と
し
て
の
本
格
的
な
教
育
と
訓
練
が
始
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
戦
車
隊
は
乗
員
の
大
部
分
は
、
将
校
と
下
士
官
ば

か
り
で
編
成
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
歩
兵
部
隊
と
違
う
由
、
ま
た

編
成
で
小
隊
が
出
来
る
故
、
第
二
中
隊
の
第
○
班
で
事
足
り
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
班
内
に
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
、
関
特
演
の
古

兵
ま
で
い
て
、
上
下
二
段
と
も
満
員
で
あ
り
、
班
付
下
士
官
も

多
勢
で
、
我
々
初
年
兵
に
は
班
長
は
じ
め
教
育
係
上
等
兵
、
及

び
二
、
三
年
兵
と
受
け
持
ち
の
人
員
が
多
く
、
内
務
班
で
の
初

年
兵
の
仕
事
は
非
常
な
苦
労
で
あ
っ
た
。
下
士
官
室
へ
の
食

事
、
洗
濯
物
も
多
く
、
演
習
及
び
内
務
班
、
兵
器
・
被
服
等
の

手
入
れ
、
食
事
等
の
仕
事
が
多
く
非
常
な
苦
労
で
あ
っ
た
。

訓
練
は
防
寒
外
套
と
毛
糸
の
手
袋
と
防
寒
大
手
套
で
行
っ

た
。
内
務
班
は
二
重
窓
で
班
内
一
個
の
大
ペ
ー
チ
カ
で
暖
を
と

る
。
厳
寒
零
下
四
十
度
ぐ
ら
い
で
も
班
内
は
上
衣
な
し
で
寒
く

な
い
の
で
あ
る
。
零
下
十
五
度
ぐ
ら
い
の
耐
寒
耐
凍
傷
の
訓
練

の
時
だ
っ
た
か
、
教
官
の
号
令
で
我
々
初
年
兵
と
教
育
助
手
の

上
等
兵
が
一
斉
に
手
套
を
取
り
素
手
に
な
る
と
、
我
々
は
三
分

ぐ
ら
い
で
指
先
が
白
く
凍
傷
に
な
っ
た
が
、
上
等
兵
は
七
分
か

ら
十
分
ほ
ど
で
凍
傷
に
な
り
、
初
年
兵
と
の
差
が
出
た
の
だ
と

言
わ
れ
た
。
後
で
凍
傷
部
分
を
赤
み
が
出
る
ま
で
擦
っ
た
時
の

痛
さ
は
忘
れ
ら
れ
ぬ
が
、
東
北
か
ら
の
初
年
兵
が
擦
ら
ず
に
班

内
の
ペ
ー
チ
カ
の
湯
に
入
れ
て
し
ま
い
、
指
が
腐
っ
て
切
断
し

た
例
も
あ
っ
た
。

我
々
の
訓
練
は
三
八
式
騎
兵
銃
で
あ
る
が
、
訓
練
が
終
了
し

て
班
内
に
戻
っ
て
三
十
分
ぐ
ら
い
経
つ
と
、
銃
に
氷
の
華
が
咲



い
て
美
し
か
っ
た
が
、
後
で
水
気
を
取
る
手
入
れ
を
何
度
も
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
本
当
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
今
日

で
も
思
い
出
さ
れ
る
。
各
個
訓
練
等
は
短
期
間
で
終
了
し
、
戦

車
、
戦
車
砲
、
七
・
七
ミ
リ
機
関
銃
、
九
五
式
拳
銃
等
の
教
育

訓
練
に
移
っ
た
。

ま
た
、
部
隊
の
春
期
演
習
が
あ
り
、
我
々
初
年
兵
も
参
加
し

た
。
訓
練
中
に
国
境
上
空
に
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
る
の
を
教
官

が
「
昨
日
、
今
日
と
上
空
を
飛
ん
で
い
る
の
は
ソ
連
軍
の
戦
闘

機
と
偵
察
機
で
あ
る
。
一
昨
日
、
第
一
中
隊
が
国
境
に
向
か
っ

て
行
っ
た
か
ら
警
戒
の
た
め
に
飛
ん
で
い
る
の
だ
。
越
境
し
な

い
か
ら
戦
争
に
は
な
ら
な
い
が
、
ソ
連
と
し
て
は
歩
兵
の
一
個

大
隊
よ
り
戦
車
隊
の
一
個
中
隊
の
方
が
重
大
な
事
で
あ
る
か
ら

だ
」
と
説
明
さ
れ
た
。

こ
の
時
の
演
習
は
国
境
線
よ
り
三
十
キ
ロ
以
内
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
歩
兵
部
隊
よ
り
二
十
人
く
ら
い
の
下
士
官
が
転

属
し
て
来
た
が
、
初
年
兵
で
は
手
が
回
ら
ず
食
事
だ
け
で
、
後

は
全
部
自
分
で
し
て
い
た
。
戦
車
隊
は
こ
ん
な
に
下
士
官
が
多

い
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。「
歩
兵
に
居
れ
ば
神
様
だ
っ
た
の
に
、

戦
車
隊
に
来
て
馬
鹿
を
み
た
」
と
言
わ
れ
る
が
、
我
々
は
聞
く

だ
け
で
手
い
っ
ぱ
い
の
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
。

だ
ん
だ
ん
暖
か
く
、
五
月
頃
に
な
る
と
訓
練
も
進
み
、
操
縦

訓
練
は
遠
く
の
原
野
で
行
う
。
南
向
き
の
丘
の
斜
面
に
は
埋
葬

者
の
美
し
い
木
箱
が
多
数
見
ら
れ
た
。
冬
は
全
て
が
凍
る
。
糞

尿
も
凍
る
か
ら
、
満
人
が
こ
れ
を
砕
い
て
叺
に
入
れ
、
馬
車
に

て
野
原
に
捨
て
山
に
す
る
。
暖
か
く
な
れ
ば
こ
れ
が
と
け
て
平

ら
に
な
り
、
こ
の
中
へ
戦
車
が
乗
り
入
れ
黄
色
の
水
煙
を
上
げ

る
。
こ
れ
を
我
々
は
、
大
陸
の
陸
軍
巡
洋
艦
と
呼
ん
で
い
た
。

こ
の
水
煙
は
戦
車
の
外
側
だ
け
で
な
く
車
内
へ
も
入
り
、
そ
の

臭
い
こ
と
は
口
で
は
例
え
よ
う
も
な
く
、
訓
練
に
は
な
ら
ず
水

洗
い
に
大
変
苦
労
し
た
。

ま
た
、
道
路
操
縦
訓
練
中
、
橋
が
落
ち
て
川
の
中
に
落
ち
た

他
部
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
を
戦
車
で
引
き
上
げ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

実
弾
射
撃
は
機
関
銃
の
射
撃
を
一
番
多
く
し
た
。
射
撃
は
交
代

で
行
い
、
ま
た
戦
車
よ
り
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
射
撃
中
の
指
呼

標
を
立
て
、
戦
車
に
落
雷
あ
る
も
戦
車
に
は
何
ら
関
係
な
く
、

指
呼
標
と
立
っ
て
い
た
三
人
は
尻
■
を
つ
き
、
一
時
間
ぐ
ら
い

立
て
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
戦
車
砲
と
拳
銃
等
の
射
撃
も

し
た
が
、
命
中
率
は
六
割
ほ
ど
で
あ
っ
た
。



六
月
中
旬
に
は
各
個
訓
練
・
操
縦
訓
練
・
機
関
操
縦
訓
練
に

て
一
期
の
検
閲
を
終
了
し
、
は
じ
め
て
一
人
前
の
兵
隊
と
な
っ

た
。
毎
晩
操
縦
の
ダ
ブ
ル
ク
ラ
ッ
チ
（
減
速
）
の
演
習
も
終

わ
っ
た
。
戦
車
第
二
師
団
（
勃
利
）
は
戦
車
第
六
、
第
七
連
隊

と
第
十
（
東
安
）

、
第
十
一（
斐
徳
）
連
隊
で
二
個
旅
団
編
成
。

第
十
連
隊
第
一
中
隊
は
「
九
五
式
軽
戦
車
」

、
第
二・
三
・

四
・
五
中
隊
は
「
九
七
式
中
戦
車
」

、
第
六
中
隊
は
整
備
中
隊

で
あ
る
。
我
が
第
二
中
隊
は
中
隊
長
車
、
第
一
小
隊
の
四
両
輌

菱
型
戦
闘
体
型
五
個
小
隊
と
整
備
小
隊
で
、
戦
闘
戦
車
二
十
一

両
と
初
年
兵
教
育
戦
車
四
両
の
二
十
五
両
と
ト
ラ
ッ
ク
二
十
五

台
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
戦
車
の
乗
員
は
車
長
ま
た
は
中
・
小
隊

長
、
砲
手
、
操
縦
手
、
機
関
銃
手
（
無
線
手
）
の
四
人
ま
た
は

五
人
で
、
戦
車
砲
五
・
七
セ
ン
チ
ま
た
は
四
・
七
セ
ン
チ
に
改

む
、
機
関
銃
は
前
方
と
砲
塔
後
方
（
高
射
も
出
来
る
）
の
一
砲

と
二
銃
と
、
二
百
馬
力
以
上
の
機
関
と
四
百
リ
ッ
ト
ル
の
軽
油

で
道
路
四
十
キ
ロ
、
戦
闘
速
度
十
か
ら
二
十
キ
ロ
で
約
八
～
十

時
間
運
行
も
出
来
た
。
乗
員
は
拳
銃
・
刀
、
兵
は
三
八
式
騎
兵

銃
携
行
で
あ
っ
た
。
東
安
は
軍
・
師
団
・
各
司
令
部
が
あ
り
、

大
部
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
。

九
月
に
な
る
と
部
隊
は
対
空
と
歩
兵
師
団
と
の
演
習
が
あ
っ

た
。
対
空
演
習
は
、
機
関
銃
を
戦
車
上
に
高
射
に
架
し
、
三
発

に
一
発
の
曳
光
弾
を
二
十
発
弾
倉
に
し
て
、
飛
行
機
で
二
百

メ
ー
ト
ル
の
網
で
赤
白
の
吹
き
流
し
を
二
百
、
三
百
、
四
百
キ

ロ
の
速
度
で
高
度
三
百
メ
ー
ト
ル
で
引
き
、
こ
れ
を
射
撃
す

る
。
照
準
は
飛
行
速
度
に
対
す
る
楕
円
形
を
機
銃
に
装
着
す

る
。
低
速
の
時
は
命
中
が
多
い
が
、
高
速
に
な
る
と
悪
く
な

る
。各

部
隊
か
ら
選
ば
れ
た
者
が
歩
兵
部
隊
と
な
り
戦
車
隊
と
演

習
を
し
た
。
こ
の
歩
兵
部
隊
に
対
し
我
が
戦
車
部
隊
は
横
一
線

で
戦
車
砲
、
機
関
銃
の
一
斉
射
撃
で
前
進
し
た
。
演
習
後
話
を

し
た
ら
、
例
え
演
習
で
空
砲
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
近
く
な
る

と
気
分
が
悪
く
な
り
演
習
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
ま
た
、
近
く
戦
車
が
高
速
で
走
る
と
、
速
射
砲
で
は
照
準

出
来
か
ね
る
と
言
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
歩
兵
部
隊
と
の
演

習
を
、
部
隊
長
た
ち
は
小
高
い
山
上
か
ら
観
戦
し
て
、
戦
車
が

百
両
横
一
線
攻
撃
は
大
変
見
事
で
あ
っ
た
と
、
中
隊
長
よ
り
話

が
あ
っ
た
。



昭
和
十
八
年
一
月
に
な
り
満
州
国
軍
の
北
満
部
隊
の
将
校

（
中
・
大
尉
・
少
佐
）
約
七
十
人
が
冬
期
戦
車
教
育
訓
練
に
来

ら
れ
、
そ
の
接
待
係
を
し
た
。
満
軍
将
校
は
、
過
ぐ
る
満
州
事

変
の
時
の
兵
・
下
士
官
が
、
満
軍
に
志
願
し
た
人
た
ち
で
あ

る
。
一
ヵ
月
の
教
育
中
に
大
体
の
人
た
ち
は
凍
傷
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
東
安
は
こ
ん
な
に
寒
い
と
は
知
ら
な
ん
だ
と
言
っ
て

い
た
。
満
州
の
寒
さ
は
相
当
慣
れ
て
い
る
の
に
と
思
っ
た
。

六
月
頃
に
な
っ
て
工
兵
連
隊
の
対
戦
車
肉
迫
攻
撃
訓
練
に
三

両
に
て
出
向
く
。
工
兵
隊
で
は
木
製
の
戦
車
を
人
力
で
引
い
て

訓
練
を
し
て
い
た
。

到
着
後
、
小
隊
長
よ
り
戦
車
の
説
明
を
し
て
、
将
校
・
下
士

官
・
兵
共
、
戦
車
に
乗
り
降
り
し
た
。
訓
練
に
際
し
て
は

「
せ
っ
か
く
戦
車
隊
が
来
て
く
れ
た
か
ら
、
各
人
は
戦
死
覚
悟

で
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
出
せ
」
と
訓
示
を
受
け
、
各
隊
順
番

に
始
ま
る
。
我
々
は
出
発
に
当
た
り
隊
長
か
ら
「
工
兵
隊
の
一

兵
た
り
と
も
傷
を
付
け
て
は
な
ら
ぬ
、
戦
車
を
傷
め
て
も
よ
い

か
ら
」
と
命
令
を
受
け
て
来
て
い
る
か
ら
、
訓
練
は
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
訓
練
に
な
る
と
、
兵
は
戦
死
覚
悟
で

爆
雷
を
抱
え
て
戦
車
に
突
進
し
て
来
る
。
昼
食
に
な
り
部
隊
長

等
と
食
事
を
共
に
し
、
戦
車
の
諸
元
を
説
明
さ
れ
る
。
午
後
の

訓
練
が
始
ま
り
、
兵
隊
は
新
し
い
隊
と
交
代
し
突
進
し
て
来

る
。
戦
車
は
逃
げ
る
繰
り
返
し
で
あ
り
、
遂
に
操
向
板
を
焼
い

た
。
二
両
共
、
一
時
休
み
、
冷
や
し
た
。
な
ん
と
か
訓
練
を
終

わ
っ
て
部
隊
へ
帰
り
、
翌
日
よ
り
修
理
に
出
し
た
。
毎
日
整
備

隊
通
い
で
あ
っ
た
。

八
月
頃
、
戦
車
十
一
連
隊
に
動
員
下
令
に
て
、
我
々
も
二
泊

三
日
で
出
動
準
備
の
手
伝
い
に
行
っ
た
。
帰
り
に
は
砲
・
機
関

銃
・
無
線
機
等
の
部
品
及
び
砲
塔
上
の
パ
ノ
ラ
マ
眼
鏡
と
砲
と

機
関
銃
の
九
倍
の
照
準
眼
鏡
等
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
来
た
。

十
二
月
に
な
る
と
戦
車
師
団
冬
期
大
演
習
が
二
週
間
に
わ
た

り
勃
利
方
面
で
始
ま
り
、
こ
れ
に
第
三
小
隊
の
砲
手
と
し
て
参

加
し
た
。
厳
寒
で
零
下
三
十
度
ぐ
ら
い
で
、
夜
間
は
保
温
の
た

め
天
幕
を
被
せ
て
一
時
間
お
き
に
約
二
十
分
交
代
で
運
転
を
し

て
い
た
。
こ
れ
を
怠
る
と
エ
ン
ジ
ン
が
動
か
な
く
な
る
か
ら
で

あ
る
。

戦
車
の
中
は
、
夏
は
暑
く
冬
は
特
別
寒
い
。
速
度
一
キ
ロ
に

つ
き
風
速
一
メ
ー
ト
ル
、
風
速
一
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
温
度
は
一



度
下
が
る
。
こ
の
た
め
に
気
温
零
下
三
十
度
、
速
度
三
十
五
キ

ロ
な
ら
ば
、
身
体
の
体
感
温
度
は
合
計
で
零
下
六
十
五
度
と
な

る
。
こ
の
た
め
冬
期
演
習
に
出
れ
ば
、
全
員
鼻
は
凍
傷
に
な

り
、
黒
く
な
っ
て
一
皮
む
け
た
。
ま
た
冬
期
戦
車
に
給
油
し
た

軽
油
も
凍
っ
て
泡
状
に
な
り
苦
労
し
た
。
さ
ら
に
素
手
で
戦
車

に
触
れ
る
と
、
車
体
に
す
ぐ
に
凍
り
付
い
て
、
手
を
取
る
時
バ

リ
ッ
と
音
が
し
た
。
今
度
の
演
習
地
の
部
落
は
外
壕
に
土
壘
、

内
壕
に
も
土
壘
と
二
重
に
な
っ
て
い
て
、
中
に
部
落
が
あ
っ

た
。夜

間
、
演
習
で
各
戦
車
に
工
兵
隊
の
四
人
を
乗
せ
、
尾
灯
一

個
の
み
で
行
進
中
、
前
の
戦
車
が
外
壕
へ
落
ち
、
工
兵
隊
の
四

人
を
落
と
し
て
前
進
。
暗
夜
で
前
の
戦
車
の
尾
灯
が
進
む
か

ら
、
我
が
戦
車
も
そ
の
通
り
に
進
ん
で
外
壕
へ
落
ち
て
、
前
の

落
ち
た
四
人
中
三
人
を
戦
死
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
戦
闘
演

習
中
に
左
側
下
部
転
輪
を
脱
落
紛
失
し
て
修
理
に
苦
労
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

演
習
が
終
わ
り
帰
隊
し
て
昭
和
十
九
年
一
月
に
な
る
と
、
小

隊
長
と
車
付
の
操
縦
手
は
、
豪
北
派
遣
軍
へ
転
属
し
た
。
私
も

覚
悟
し
て
い
た
ら
、
二
月
上
旬
に
、
戦
車
十
一
連
隊
の
初
年
兵

約
四
百
人
を
各
中
隊
一
人
ず
つ
の
六
人
で
、
東
安
よ
り
引
率
し

て
図
們
、
釜
山
を
経
由
し
て
博
多
に
上
陸
し
汽
車
に
て
宇
品

へ
、
そ
し
て
船
舶
練
習
部
へ
転
属
と
な
っ
た
。
毎
日
手
旗
信
号

の
練
習
を
し
た
。
練
習
部
に
い
る
時
、
満
州
戦
車
隊
の
人
事
係

の
高
橋
准
尉
が
少
尉
に
任
官
し
て
船
舶
部
隊
に
転
属
し
て
い
て

「
内
地
は
物
資
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
」
と
、
私
が
満
州
か
ら

持
っ
て
来
た
の
を
同
僚
五
人
と
受
け
取
り
に
来
た
。
物
資
一
梱

包
を
渡
す
と
、
皆
に
非
常
に
喜
ば
れ
た
。

こ
の
時
、
高
橋
少
尉
の
言
葉
に
は
「
日
比
よ
、
お
前
は
父
親

が
無
い
ば
っ
か
り
に
隊
長
命
に
よ
り
乙
幹
に
な
っ
た
の
だ
が
、

本
当
に
惜
し
か
っ
た
な
」
と
言
わ
れ
た
が
、
運
が
悪
か
っ
た
と

諦
め
る
よ
り
仕
方
が
な
か
っ
た
。
内
地
は
冬
の
最
中
だ
が
、
本

当
に
暖
か
く
上
衣
な
し
で
通
し
た
。

三
月
に
な
る
と
、
愛
■
県
三
島
市
の
暁
第
二
九
四
〇
部
隊
に

転
属
と
な
り
、
潜
水
艇
乗
組
員
候
補
者
に
な
っ
た
。

三
月
下
旬
、
三
重
県
鈴
鹿
市
石
薬
師
町
中
部
第
一
三
一
部
隊

（
気
象
第
一
連
隊
）
に
派
遣
さ
れ
、
三
ヵ
月
間
の
教
育
を
終
了



し
て
練
習
部
に
戻
っ
た
。
練
習
部
で
は
我
々
気
象
員
百
人
は
五

〇
〇
ト
ン
の
鋼
船
で
、
大
阪
方
面
に
演
習
に
出
て
、
明
石
に
一

泊
し
た
時
に
空
襲
が
あ
り
海
岸
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。

紀
伊
水
道
を
出
て
鳴
門
の
撫
養
に
一
泊
し
、
鳴
門
水
道
通
過

の
予
定
で
潮
汐
表
に
よ
っ
て
朝
撫
養
を
出
航
す
る
も
、
水
道
に

入
る
前
に
高
波
を
受
け
救
命
胴
衣
を
三
個
流
し
た
。
こ
れ
を

拾
っ
て
水
道
に
入
る
。
は
じ
め
は
前
に
進
ん
で
い
た
が
こ
れ
が

進
ま
な
く
な
り
、
そ
の
う
ち
後
ろ
へ
退
き
、
遂
に
は
押
し
返
さ

れ
て
鳴
門
の
渦
潮
に
巻
き
込
ま
れ
一
回
転
し
た
。
岩
礁
が
多

か
っ
た
が
、
こ
れ
に
乗
り
上
げ
る
こ
と
も
な
く
て
ホ
ッ
と
し

た
。
救
命
胴
衣
を
拾
っ
た
時
間
だ
け
遅
れ
た
の
で
水
道
を
通
過

出
来
ず
、
半
日
待
っ
て
通
過
し
た
。
こ
れ
は
船
の
速
度
よ
り
潮

流
の
速
度
の
方
が
速
い
か
ら
前
進
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
船
舶
は
潮
汐
表
に
よ
っ
て
干
潮
満
潮
を
調
べ
て
航
行

す
る
の
で
あ
る
。

第
二
回
目
は
大
発
に
て
出
航
。
歴
史
に
名
高
い
平
清
盛
の

作
っ
た
音
戸
の
瀬
戸
を
通
り
、
瀬
戸
内
海
の
難
所
で
あ
る
来
島

海
峡
を
通
り
、
佐
多
岬
に
沿
っ
て
西
進
し
、
豊
後
水
道
に
て
半

日
か
か
っ
て
潮
流
、
波
高
等
を
観
測
し
た
が
、
皆
船
酔
い
で
臼

杵
に
上
陸
し
た
も
の
の
足
が
ふ
ら
つ
い
て
歩
け
な
か
っ
た
。
別

府
、
柳
井
に
宿
泊
し
て
宇
品
に
帰
り
訓
練
が
終
わ
っ
た
。
こ
こ

で
天
気
・
風
向
・
風
力
・
波
高
・
潮
流
等
、
一
応
船
舶
兵
の
気

象
隊
員
と
し
て
訓
練
を
積
ん
で
編
成
を
待
っ
た
。

編
成
に
つ
い
て
は
船
舶
各
部
隊
か
ら
の
隊
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の

各
部
隊
へ
、
そ
し
て
他
の
者
は
中
国
沿
岸
へ
、
南
方
へ
と
決
定

し
て
任
務
に
就
い
た
。
私
一
人
、
船
舶
司
令
部
参
謀
部
に
転
属

と
な
る
。
司
令
部
内
に
お
け
る
任
務
は
、
天
気
図
の
作
成
予

報
・
風
向
・
風
力
・
波
浪
等
の
指
示
伝
達
で
あ
る
。

ま
た
、
一
ヵ
月
に
二
回
ほ
ど
慰
問
隊
の
来
訪
が
あ
っ
た
。
司

令
部
内
の
劇
場
で
、
乗
船
前
の
隊
員
と
共
に
見
物
し
た
。
有
名

な
俳
優
の
時
は
見
に
行
か
な
い
と
高
級
参
謀
（
大
佐
）
が
見
回

り
に
来
て
叱
る
か
ら
、
仕
事
の
途
中
で
も
見
物
に
行
っ
た
。
ま

た
、
あ
る
時
は
一
日
に
二
十
万
ト
ン
近
く
の
輸
送
船
等
が
沈
没

し
た
と
、
南
方
か
ら
無
線
が
入
っ
た
時
も
あ
っ
た
。
こ
れ
で
戦

争
に
勝
て
る
か
と
思
っ
て
い
た
。

十
月
中
下
旬
頃
だ
っ
た
か
、
戦
車
第
二
師
団
は
比
島
へ
出
動

し
た
ら
し
い
と
の
■
を
耳
に
し
た
。
山
下
大
将
は
関
東
軍
副
司

令
官
で
牡
丹
江
方
面
軍
司
令
官
で
あ
っ
た
か
ら
出
動
は
当
然
の



こ
と
と
思
っ
た
。

十
一
月
に
な
っ
て
、
戦
車
第
十
連
隊
は
船
と
共
に
全
部
沈
ん

だ
ら
し
い
と
■
に
聞
い
た
。
真
偽
の
ほ
ど
は
分
か
ら
ぬ
が
、
元

の
戦
友
達
の
顔
が
ま
ぶ
た
に
浮
か
ん
だ
。
宇
品
で
も
、
サ
イ
パ

ン
に
行
く
途
中
船
が
撃
沈
さ
れ
、
目
的
地
に
行
け
ず
に
帰
っ
て

来
た
兵
隊
達
を
見
か
け
た
時
も
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
初
め
、
香
川
県
豊
浜
町
の
船
舶
兵
幹
部
候

補
生
に
気
象
班
が
新
設
さ
れ
本
部
付
と
し
て
転
属
し
た
。
班
長

は
中
尉
で
あ
り
、
幹
候
隊
は
三
千
人
以
上
い
た
と
思
う
。
毎
日

の
天
気
図
を
作
り
、
予
報
を
行
っ
た
り
生
徒
に
気
象
学
教
育
の

た
め
の
資
料
作
り
に
多
忙
を
極
め
る
毎
日
で
あ
っ
た
。
時
に
は

無
線
機
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
放
送
が
傍
受
出
来
た
。
内
容

は
歌
な
ど
で
始
ま
り
、
何
日
に
何
市
を
爆
撃
す
る
と
い
う
放
送

で
あ
る
か
ら
、
初
め
は
本
部
の
週
番
士
官
だ
け
が
■
に
し
て
い

た
が
、
日
夕
点
呼
後
に
は
各
隊
の
週
番
士
官
が
二
十
人
ぐ
ら
い

聞
き
に
来
て
い
た
。

三
月
に
な
っ
て
、
敵
グ
ラ
マ
ン
四
機
に
銃
撃
さ
れ
た
。
こ
れ

が
入
隊
以
来
初
め
て
見
る
敵
で
あ
っ
た
。
六
月
に
な
り
初
の
休

暇
が
あ
っ
て
豊
橋
爆
撃
の
情
報
を
聞
き
な
が
ら
出
発
し
た
。
熱

田
に
て
空
襲
警
報
で
停
車
し
、
十
二
時
頃
豊
橋
駅
に
着
い
た
。

駅
舎
は
既
に
な
く
、
街
は
全
部
燃
え
て
お
り
市
電
と
ト
ラ
ッ
ク

も
燃
え
て
い
た
。
電
車
は
小
坂
井
よ
り
発
車
す
る
と
の
こ
と

で
、
小
坂
井
ま
で
歩
い
た
。
駅
よ
り
豊
川
大
橋
ま
で
行
か
ぬ
う

ち
に
軍
靴
の
底
が
熱
く
な
っ
て
歩
く
の
に
困
っ
た
。
家
に
帰
り

親
戚
・
知
人
を
回
る
。
こ
の
時
、「
八
月
に
は
何
か
大
変
な
こ

と
が
あ
る
」
と
軍
隊
内
で
■
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
言
い
残
し

て
帰
っ
た
。
ま
た
岡
山
の
空
襲
に
遭
っ
た
。
街
は
全
滅
だ
っ

た
。
炎
の
中
を
宇
野
線
を
歩
い
た
。

八
月
十
五
日
、
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
が
ラ
ジ
オ
で
あ
る
と
の

こ
と
で
正
装
し
て
拝
聴
し
た
が
、
雑
音
が
多
く
て
何
の
こ
と
だ

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
後
で
日
本
は
無
条
件
降
伏
し
た
の
だ
と

司
令
部
か
ら
の
連
絡
で
判
明
し
た
。
八
月
に
何
か
大
変
な
こ
と

が
あ
る
と
言
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
無
条
件
降
伏
の
こ
と

だ
っ
た
の
か
と
非
常
に
残
念
に
思
っ
た
。

そ
の
後
は
毎
日
点
呼
だ
け
は
し
て
い
た
。
一
週
間
ぐ
ら
い
後

だ
っ
た
と
思
う
が
点
呼
の
時
、
部
隊
副
官
が
「
今
度
の
戦
争
で



負
け
た
の
は
貴
様
達
が
米
英
の
傀
儡
だ
っ
た
か
ら
だ
」
と
言
っ

た
の
で
、
本
部
付
の
下
士
官
全
員
が
「
俺
達
は
命
令
で
散
兵
線

に
散
る
だ
け
な
の
に
、
こ
れ
は
副
官
た
る
者
の
言
う
言
葉
か
、

許
せ
ん
。
今
は
軍
隊
は
な
く
、
ま
し
て
階
級
も
な
い
、
皆
平
等

だ
。
敗
戦
の
結
果
を
我
々
に
押
し
付
け
る
と
は
何
事
だ
。
負
け

る
よ
う
な
命
令
を
出
し
自
分
達
だ
け
良
い
顔
を
し
て
お
き
な
が

ら
、
こ
ん
な
副
官
は
殺
し
て
し
ま
え
」
と
意
気
が
上
が
り
、
准

尉
が
中
に
入
り
先
任
将
校
（
中
佐
）
に
交
渉
に
行
き
、
話
し
合

い
の
結
果
、
我
々
は
納
得
し
た
。
副
官
は
部
隊
解
散
前
に
い
な

く
な
っ
た
。

汽
車
の
都
合
に
よ
り
九
月
十
四
日
帰
還
と
な
り
、
宇
野
発
東

京
行
の
専
用
列
車
に
て
帰
る
。
幹
部
候
補
生
は
乙
幹
で
船
舶
部

隊
に
転
属
と
な
り
、
な
ん
と
不
運
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
た

が
、
今
日
で
は
原
隊
の
戦
車
第
十
連
隊
は
比
島
へ
上
陸
前
に
輸

送
船
と
共
に
沈
ん
で
い
た
こ
と
を
知
り
、
本
当
に
幸
運
で
あ
っ

た
と
、
今
は
乙
幹
に
な
っ
た
事
を
感
謝
し
て
い
る
。
と
共
に
、

部
隊
内
に
お
け
る
種
々
の
問
題
点
も
曹
長
と
し
て
対
応
出
来
た

こ
と
を
自
分
な
り
に
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。




